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「
青
ネ
ギ
」

青
ネ
ギ
の
成
分

　
青
ネ
ギ
の
緑
の
葉
の
部
分
に
は
、
粘
膜
の
健
康
を
守
る
β
‐
カ

ロ
テ
ン
、
抗
菌
作
用
の
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
た
っ
ぷ
り
含
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
も
豊
富
に
含
ん
で
い
る
緑
黄

色
野
菜
で
す
。

　
ネ
ギ
独
特
の
刺
激
臭
は
、
ニ
ン
ニ
ク
や
タ
マ
ネ
ギ
に
も
含
ま

れ
る
、
ア
リ
シ
ン
と
い
う
栄
養
成
分
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の

ア
リ
シ
ン
は
、
ビ
タ
ミ
ン
B₁
の
吸
収
を
高
め
、
疲
労
を
回
復
さ

せ
る
効
果
や
食
欲
を
増
進
し
、
胃
も
た
れ
を
防
ぐ
な
ど
の
消
化

促
進
作
用
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
血
液
を
サ
ラ
サ

ラ
に
し
て
血
行
を
良
く
す
る
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
ア
リ
シ
ン
は
時
間
が
経
つ
と
減
っ
て
い
く
の
で
、
長
い
時
間

煮
た
り
せ
ず
、
調
理
す
る
際
は
さ
っ
と
焼
い
た
り
炒
め
て
食
べ

る
と
、
よ
り
効
果
的
に
摂
取
で
き
る
の
で
お
す
す
め
で
す
。

青
ネ
ギ
の
収
穫

　
青
ネ
ギ
は
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
て
周
年
で
栽
培
し
ま
す
。
通
常

は
種
ま
き
を
し
て
か
ら
２
ヶ
月
で
収
穫
し
ま
す
が
、
冬
場
は
４
，

５
ヶ
月
で
収
穫
を
迎
え
ま
す
。
周
年
栽
培
の
た
め
１
年
間
に
何

度
も
種
ま
き
と
収
穫
を
繰
り
返
し
ま
す
。

　
収
穫
は
早
朝
か
ら
行
い
、50
〜
70
セ
ン
チ
の
長
さ
で
抜
き
取
っ

て
い
き
ま
す
。
収
穫
し
た
青
ネ
ギ
は
調
製
作
業
を
し
て
、
そ
の

日
の
午
後
に
は
集
荷
所
に
持
ち
込
み
ま
す
。

　
太
陽
の
日
差
し
を
浴
び
て
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
る
青
ネ
ギ
。
栄
養

価
も
高
く
て
お
い
し
い
青
ネ
ギ
を
い
ろ
ん
な
料
理
に
活
用
し
ま

し
ょ
う
！

①青ネギを半分に切る。
②豚肉を青ネギと同じ長さになるよう並べる。
③塩コショウを軽く振り、青ネギを乗せて巻いていく。
④②に軽く小麦粉をまぶす。
⑤フライパンにサラダ油を熱し、巻き終わりを下にし
て焼き色が付くまで焼く。
⑥Ⓐを入れ、照りが出るまで絡める。
⑦食べやすい大きさに切ったら完成！

〈作り方〉

青ネギとサバ缶パスタ青ねぎの肉巻き

おいしいレシピの青ネギ

出
雲
で
採
れ
る
う
ま
い
も
ん

安
全
・
安
心
届
け
ま
す

3月は

〈材料〉［２人前］
●豚薄切り肉
●青ネギ
●塩コショウ
●小麦粉
●サラダ油

　　●しょう油

　　●酒
　　
　　●みりん
　　●砂糖

・・・・・200ｇ
・・・・・・・・・・１束
・・・・・・少々

・・・・・・・・・適量
・・・・大さじ１

・・・・・・・・大さじ１

・・・大さじ１と1/2
・・大さじ１
・・・大さじ１

〈作り方〉

〈材料〉［２人前］ ●とうがらし
●オリーブオイル

●塩
●しょう油
●コショウ

・・・・・・・・・・１束
・・・・１缶
・・・140ｇ

・・・・・・・・・・・・・・１片分

・・・・・・１本

・・・・・・・・・・・・大さじ２
・・・・・・・・おおさじ１

・・・・・小さじ１
・・・・・・・・少々

ケーブルテレビで
放送！

ケーブルテレビで
放送！

ケーブルテレビで
放送！

ケーブルテレビで
放送！

　３月のテレビ番組「ＪＡいず
もびより」では、本誌で取材
させていただいた原広信さん
にご登場いただき、「青ネギ」
を特集いたします。放送日は
出雲ケービルビジョン（icv）
が３月19日（火）と3月26日
（火）の午後５時から（再放送・
総集編有）、雲州わがとこテ
レビ（ひらたＣＡＴＶ）が3月
23日（土）、24日（日）、25
日（月）の番組内で。　今回
の視聴者プレゼントは、出雲
産シャインマスカットを使用し
たお酒です。ぜひ最後までご
視聴くださいませ！

①青ネギを５㎝幅に切る。
②鍋にお湯を沸かして塩を入れ、スパゲッティを表
記通りに茹でる。
③フライパンににんにく、とうがらし、オリーブオイル
を入れ、火にかける。
④香りが出てきたら、サバ缶、青ネギ、スパゲッティ
の茹で汁大さじ2、しょうゆを加える。

⑤茹でたスパゲッティを加え全体を絡め、コショウ
で味を整えたら完成！

●青ネギ
●サバの水煮缶
●スパッゲティ
●にんにくのみじん切り

　
今
月
は
西
代
町
で
青
ネ
ギ
を
約

１０
ア
ー
ル
栽
培
す
る
、

島
根
県
農
業
協
同
組
合
い
ず
も
青
ネ
ギ
部
会
の
原
広
信
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
！

│
│
い
つ
か
ら
青
ネ
ギ
を
栽
培
し
て
お
ら
れ
ま
す

か
？

　
就
農
し
、
青
ネ
ギ
栽
培
を
始
め
た
の
が
平
成
17
年
で
す
。

青
ネ
ギ
は
１
年
中
栽
培
で
き
る
の
で
、
年
間
を
通
し
て
安

定
し
た
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
収
益
性
の
高
さ

と
、
連
作
障
害
が
出
に
く
い
こ
と
か
ら
青
ネ
ギ
を
選
び
ま

し
た
。

│
│
青
ネ
ギ
栽
培
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
青
ネ
ギ
栽
培
は
、
比
較
的
重
労
働
は
少
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
軽
量
な
作
物
で
す
の
で
、
収
穫
時
の
負
担
も
大

き
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
栽
培
面
で
大
変
な
の
は
温
度
管
理

で
す
。
近
年
は
気
候
が
不
安
定
で
、
特
に
夏
場
の
高
温
の

対
処
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
高
温
に
な
る
と
、
種
を
蒔
く

と
発
芽
率
が
悪
く
な
り
ま
す
し
、
収
穫
前
の
青
ネ
ギ
は
葉

先
が
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
を
寒
冷
紗
（
日
よ
け
ビ

ニ
ー
ル
）
で
被
覆
し
、
温
度
調
節
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
収
穫
後
は
下
葉
を
取
り
除
き
選
別
す
る
、
調
製

作
業
を
行
い
ま
す
。
大
半
の
部
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で

作
業
を
し
て
い
ま
す
が
、
青
ネ
ギ
農
家
の
仕
事
の
8
割
は

こ
の
調
製
作
業
が
占
め
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
│ 

今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
産
地
と
し
て
市
場
や
ス
ー
パ
ー
と
有
利
に
取
引
し
て
い

く
た
め
に
は
、
生
産
量
の
増
加
、
生
産
者
の
確
保
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
若
い
方
に
新
た
に
栽
培
を
始
め
て
ほ

し
い
と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ベ
テ
ラ
ン
の
生
産
者

が
今
後
も
栽
培
を
続
け
て
い
け
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
で

す
。

　
現
在
部
会
員
は
30
〜
80
代
の
約
40
人
で
、
60
代
の
生
産

者
が
中
心
で
す
。
今
後
、
高
齢
に
な
っ
て
き
て
も
安
心
し
て

栽
培
が
で
き
る
よ
う
、
負
担
の
大
き
い
調
製
作
業
を
部
会

で一括
し
て
行
う
な
ど
、
体
制
整
備
を
し
て
い
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　
ま
た
、
安
全
・
安
心
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
部
会
の
認

証
グ
ル
ー
プ
が
平
成
22
年
に
い
ち
早
く
県
版
Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業

生
産
工
程
管
理
）
制
度
「
美
味
し
ま
ね
認
証
」
を
取
得
し

て
い
ま
す
。
近
年
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、

認
証
取
得
に
取
り
組
む
部
会
員
を
増
や
し
、Ｐ
Ｒ
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
│
最
後
に
青
ネ
ギ
の

Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
い
ず
も
青
ネ
ギ
部
会
で

は
、
安
全
・
安
心
な
青
ネ

ギ
を
作
り
続
け
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
食
べ
て
く
だ

さ
い
。

島根県農業協同組合
いずも青ネギ部会

部会長　原　広信さん
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ー
と
有
利
に
取
引
し
て
い

く
た
め
に
は
、
生
産
量
の
増
加
、
生
産
者
の
確
保
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
若
い
方
に
新
た
に
栽
培
を
始
め
て
ほ

し
い
と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ベ
テ
ラ
ン
の
生
産
者

が
今
後
も
栽
培
を
続
け
て
い
け
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
で

す
。

　
現
在
部
会
員
は
30
〜
80
代
の
約
40
人
で
、
60
代
の
生
産

者
が
中
心
で
す
。
今
後
、
高
齢
に
な
っ
て
き
て
も
安
心
し
て

栽
培
が
で
き
る
よ
う
、
負
担
の
大
き
い
調
製
作
業
を
部
会

で一括
し
て
行
う
な
ど
、
体
制
整
備
を
し
て
い
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　
ま
た
、
安
全
・
安
心
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
部
会
の
認

証
グ
ル
ー
プ
が
平
成
22
年
に
い
ち
早
く
県
版
Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業

生
産
工
程
管
理
）
制
度
「
美
味
し
ま
ね
認
証
」
を
取
得
し

て
い
ま
す
。
近
年
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、

認
証
取
得
に
取
り
組
む
部
会
員
を
増
や
し
、Ｐ
Ｒ
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

│
│
最
後
に
青
ネ
ギ
の

Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
い
ず
も
青
ネ
ギ
部
会
で

は
、
安
全
・
安
心
な
青
ネ

ギ
を
作
り
続
け
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
食
べ
て
く
だ

さ
い
。

島根県農業協同組合
いずも青ネギ部会

部会長　原　広信さん

{Ⓐ
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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
２
月
２
日
、
ラ
ピ

タ
本
店
３
階
大
ホ
ー
ル
で
「
第
５
回
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出

雲
地
区
本
部
組
合
員
囲
碁
将
棋
大
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
同
大
会
は
、
囲
碁
と
将
棋
を
通
し
て
組
合
員
相
互
の

交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
囲
碁
１
８
９
人
、
将
棋
67
人
の
、
合
わ
せ
て
２
５
６

人
が
参
加
し
、
地
区
ご
と
に
組
ま
れ
た
チ
ー
ム
で
の
団
体
戦

と
、
級
位
、
段
位
で
分
け
ら
れ
た
ク
ラ
ス
別
で
の
個
人
戦
で

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
小
中
学
生
も
多
数
参
加
し
、
幅

広
い
年
代
の
愛
好
者
が
対
局
を
通
し
て
交
流
を
図
り
ま
し

た
。

　

優
勝
チ
ー
ム
・
優
勝
者
は
次
の
通
り
で
す
。

【
囲
碁
】
団
体
戦
優
勝　

神
西
チ
ー
ム
（
小
村
真
彦
さ
ん
、

浜
村
耕
造
さ
ん
、
栗
原
基
之
さ
ん
）

▼
個
人
戦　

六
段
以
上
の
部　

福
田
博
文
さ
ん

▼
五
段
の
部　

石
原
俊
夫
さ
ん
▼
四
段
の
部　

中
島
勲
さ
ん

▼
三
段
の
部　

永
井
正
治
さ
ん
▼
二
段
の
部　

古
川
盛
雄
さ
ん

▼
初
段
の
部　

安
食
俊
朗
さ
ん
▼
級
位
者
の
部
（
１
〜
５
級
）

　

森
山
樹
さ
ん

▼
級
位
者
の
部
（
６
〜

20
級
）
土
江
一
真
さ
ん

【
将
棋
】
団
体
戦
優
勝

神
戸
川
チ
ー
ム
（
横
木

久
男
さ
ん
、
金
本
友
孝

さ
ん
、
森
脇
彰
さ
ん
）

▼
段
位
者
の
部　

宮
本

大
和
さ
ん

▼
級
位
者
の
部　

森
山

茂
夫
さ
ん

▼
小
中
学
生
の
部　

岩

成
佳
太
さ
ん

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
営
農
指
導
員
ア
ン
ビ
シ
ョ
ン
大
会

出
雲
地
区
本
部
の
大
野
営
農
指
導
員
が
最
優
秀
賞

囲
碁
と
将
棋
で
組
合
員
交
流

組
合
員
囲
碁
将
棋
大
会
開
催

　

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
は
２
月
８
日
、
斐
川
町
の
営
農
経
済
本
店
で

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
営
農
指
導
員
ア
ン
ビ
シ
ョ
ン
大
会
を
開
き
ま
し

た
。
各
地
区
本
部
の
営
農
指
導
員
10
人
が
産
地
振
興
、
技
術

普
及
等
へ
の
取
り
組
み
を
発
表
。
最
優
秀
賞
に
は
、
「
菌
床

し
い
た
け
振
興
と
「
美
味
し
ま
ね
認
証
」
団
体
取
得
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
た
、
出
雲
地
区
本
部
の
大
野

真
司
営
農
指
導
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

大
野
営
農
指
導
員
は
、
担
当
す
る
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
し
い

た
け
部
会
が
一
丸
と
な
っ
て
認
証
取
得
に
向
か
う
中
、
講
習

会
の
実
施
、
全
圃
場
巡
回
、
事
務
手
続
き
な
ど
、
Ｊ
Ａ
職
員

の
立
場
で
取
得
を
後
押
し
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
３
月
に

は
、
部
会
員
64
人
全
員
で
団
体
認
証
を
取
得
。
認
証
取
得
の

Ｐ
Ｒ
効
果
で
栽
培
希
望
者
が
増
え
、
生
産
拡
大
に
つ
な
が
っ

た
こ
と
や
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
へ
の
取
り
組
み
で
経
営
意
識
の
改
善
が

進
み
、
所
得
増
大
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
な
ど
、
取
得
後
の
成

果
に
つ
い
て
も
報
告
し
ま
し
た
。

　

大
野
営
農
指
導
員
は
、
今
年
８
月
に
鳥
取
県
で
開
催
予
定

の
中
国
地
区
大
会
に
島
根
県
代
表
で
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
営
農
指
導
員
の
レ
ベ
ル
向
上
と
、
発
表
の

場
を
通
し
て
取
り
組
み
内
容
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
Ｊ
Ａ
の
坂
本
忍
常
務
理

事
は
「
自
己
改
革
に
掲
げ

る〝
農
業
者
の
所
得
増
大
〞

〝
農
業
生
産
の
拡
大
〞〝
地

域
の
活
性
化
〞
の
実
現
に

は
営
農
指
導
員
の
役
割
が

重
要
。
積
極
的
な
取
り
組

み
を
お
願
い
し
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

※

美
味
し
ま
ね
認
証
＝
県

版
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業
生
産
工

程
管
理
）
制
度

出
雲
産
小
豆
振
興
大
会
開
催

生
産
拡
大
と
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す

　

島
根
県
東
部
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
出
雲
事
務
所
は
２
月
27

日
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
平
田
中
央
支
店
会
議
室
で
出
雲
産
小
豆
振

興
大
会
を
開
き
ま
し
た
。
生
産
者
、
学
識
経
験
者
、
実
儒

者
、
行
政
、
Ｊ
Ａ
の
関
係
者
ら
約
70
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

出
雲
産
小
豆
に
つ
い
て
は
、
国
営
の
農
業
基
盤
整
備
が
始

ま
る
宍
道
湖
西
岸
地
区
で
小
豆
の
生
産
拡
大
が
計
画
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
受
け
、
産
官
学
連
携
で
産
地
化
に
向
け
た

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、

生
産
拡
大
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の
た
め
に
学
識
経
験
者
の
研
究
内

容
を
共
有
し
た
ほ
か
、
出
雲
産
小
豆
を
使
っ
た
赤
飯
の
試
食

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

農
研
機
構
中
央
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
上
級
研
究
員
の
黒
川

俊
二
さ
ん
は
、
小
豆
栽
培
に
お
け
る
雑
草
対
策
に
つ
い
て
報

告
。
初
期
防
除
の
重
要
性
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
島
根
大
学

の
学
生
は
、
小
豆
の
機

能
性
に
つ
い
て
、
成
分

等
評
価
の
結
果
を
報
告

し
た
ほ
か
、
東
京
都
の

に
ほ
ん
ば
し
島
根
館
で

行
っ
た
試
食
販
売
Ｐ
Ｒ

活
動
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。

　

備
蓄
用
非
常
食
で
知

ら
れ
る
ア
ル
フ
ァ
ー
食

品
株
式
会
社
は
、
出
雲

産
小
豆
を
使
っ
た
赤
飯

の
試
食
を
実
施
。
お
赤

飯
の
日
（
11
月
23
日
）

に
合
わ
せ
て
明
治
神
宮

で
行
っ
て
い
る
Ｐ
Ｒ
活

動
な
ど
も
紹
介
し
ま
し

た
。

熱戦を繰り広げる参加者

賞状を受け取る大野営農指導員（左）

生産拡大、ブランド化へ振興大会開催

IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO い もず



　「寒仕込み」の季節が訪れ、管内各地でみそ造りが行
われています。食育の一環で園児や小学生らもみそ造り
に取り組み、ＪＡしまね出雲女性部の部員らが協力しま
した。
　ハマナス保育園では１月２９日、４才児２２人が、湖
陵支部の女性部員とＪＡ職員らに手ほどきを受けながら
みそ造りに挑戦。園児たちが育てた大豆も使いました。
仕込んだみそは、秋の新米パーティーで味わう予定にし
ています。三原洋子支部長は「家でも話題にしてもら
い、家族で食について考える機会にしてほしい」と話し
ました。
　また、２月５日には国富小学校で、国富支部の女性部
員、ＪＡの生活文化協力員、職員らが４年生３１人にみ
そ造りを教え
ました。使っ
た大豆は、国
富町の森山宏
さんの畑で児
童たちが種ま
き、収穫をさ
せてもらった
ものです。児

童たちは「大豆をつぶすのが大変だった」「おいしいみ
そ汁ができると思う」などと感想を話しました。仕込ん
だみそは、５年生になったときの調理実習でみそ汁に使
う予定です。
　２月１５日には、女性部大社支部のみそ班が、大社小
学校の４年生４０人にみそ造りを教えました。総合的な
学習の時間の
ふるさと学習
の一環で行わ
れ、児童たち
が育て、収穫
した大豆を使
いました。班
長の小村ハル
子さんは「み
んな毎年熱心
に話を聞いて
くれる。栽培
から一貫して
やるのはとて
も良いこと」
と話しました。
　いずれも毎
年行われてお
り、恒例の行
事となってい
ます。
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出雲そば旅で体験道場
全国大会出場の出雲農林高校生が講師に

　出雲市やＪＡしまね出雲・斐川地区本部などで構成す
る神在月出雲そばまつり実行委員会は、市を代表する食
文化「出雲そば」を振興するイベントとして、１１月から
２月にかけて「出雲そば旅」を開きました。昨年度が初
開催で今回が２回目。そば店を周遊するスタンプラリー
など、各種イベントで「出雲そば」の振興と観光客の拡
大を図りました。
　２月９日、１０日の両日は、島根ワイナリーでそば打ち
体験道場を開催。全国高校生そば打ち選手権大会に出場
した島根県立出雲農林高等学校の生徒とＪＡ職員が講師
を務め、２日間で３５組（６４人）が出雲産のそば粉でそ
ば打ちを体験しました。
　講師を務めた同校食品科学科２年生の八幡寿梨さんは
「体験された
方から笑顔が
返ってくるの
が嬉しい。教
える立場は大
変ですが、や
りがいを感じ
ます」と話し
ました。

出雲しいたけを学校給食に寄贈
ＪＡしまね出雲しいたけ部会

各地で子どもたちがみそづくり
ＪＡ女性部員が協力

　ＪＡしまね出雲しいたけ部会は２月５日から２６日に
かけて、市内６ヶ所の学校給食センターに菌床生しいた
けを合わせて１００キロを贈りました。市内の幼稚園、
小中学校の給食約１７,０００食に使用されました。
　食わず嫌いが多いシイタケを、給食をきっかけに食べ
てもらいたいと、ＪＡしまね出雲地区本部の業績還元を
活用して実施しました。ブランド「神々の国出雲しいた
け」をＰＲし、消費拡大、地産地消の推進につなげてい
きます。ＪＡ担当者は「たくさんしいたけを食べて好き
になってもらいたい」と話しました。
　贈呈に伴い、同部会の生産者が学校給食センターの栄
養教諭のインタビューに応え、子どもたちへメッセージ
も送りました。授業でメッセージ動画を活用するなど、
各学校給食センターで幼稚園や小中学校と連携しながら
食育の推進に役立てます。

シイタケを受け取る市教育委員会の金森真治学校給食課長（右） 高校生から打ち方を教わる参加者

ハマナス保育園　大豆や麹をすり鉢ですりつぶす園児

国富小学校　つぶして丸めた材料を樽の中に投げ入れる児童

大社小学校　すりつぶした材料を丸めて団子にする児童

いずも IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO
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優
秀
賞

【更年期以降に生じやすい症状等】

月経異常（月経周期が短くなる、月経が抜ける etc.）

（歳）

のぼせ、発汗、動悸、めまい、浮遊感、関節痛、のどがつまった感じ

疲労感、不眠、不安、憂うつ、物忘れ

膣炎、外陰のかゆみ、性交痛、尿失禁

脂質異常症、動脈硬化、心筋梗塞、脳卒中

骨粗鬆症

閉経

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
分
泌
量

優
秀
賞

16

　女性は思春期、成熟期、更年期、老年期と、そのホルモン状態によって、また、結婚や育児などのライフス
テージによって男性とは異なった心身の変化をしています。また、女性には卵巣の寿命すなわち更年期があ
り、急激な性ホルモンの減少と喪失が訪れます。

　ＪＡグループが実施している第４３回「ごは
ん・お米とわたし」作文・図画コンクールで、管
内から稗原小学校２年生の市場夏乃さんが図画部
門第１部で優秀賞に選ばれました。受賞おめでと
うございます。
 コンクールはＪＡグループが
すすめる「みんなのよい食プ
ロジェクト」の一環で毎年行
われています。今年は全国か
ら作文５２,８１２点と図
画６５,７７８点の応募が
あり、各大臣賞、全国農業
協同組合中央会会長賞が
合わせて２０作品、優秀賞
が９０作品選ばれました。

健康ライフかわら版
毎年3/1～3/8は「女性の健康週間」です！

題名「ドローンと田んぼ」
稗原小学校２年生 市場 夏乃 さん

お問い合わせ先　出雲保健所 健康増進課 ☎２１－8785

　閉経(１年間月経がない状態)の平均
年齢は、50.5歳ですが、これを挟ん
だ前後10年間を更年期と呼びます。
早い人は40代に入ってすぐ症状を自
覚することもあります。女性ホルモン
の低下はすべての女性に起こります
が、全員が更年期障害を起こすわけで
はありません。更年期障害を起こす背
景には、心的ストレスや性格的なもの
が強く影響し、たいした症状を感じないまま過ぎる場合もあれは、日常生活に支障をきたすほどひどくなる場
合もあります。

★更年期障害は千差万別

　安易になんでも「更年期だから」と片づけてしまうと、実はほかの病気を見逃していた、ということもあり
ます。受診し治療を受けることで楽になる場合もあります。更年期をネガティブに捉えず、生きがいを持って
生き生きとした毎日を過ごすことが更年期障害の予防です。

★自己判断せず、婦人科で診断を

女性の健康推進室　ヘルスケアラボ



IZUMOIZUMO
wai-wai IZUMO

17

以下のとおり職員（正職員）採用選考試験を行います。

ＪＡしまね 2019年度職員採用（2020年４月採用）一次募集要項

◆
◆

◆
◆
◆
◆

◆
◆

◆
◆
◆

／
／

／
／
／
／

／
／

／
／
／

／
／

／
／

／
／

／

／

／

／

募 集 区 分
応 募 資 格

採用予定者数
職 種
応募受付期間
応 募 書 類

書 類 提 出 先 
選 考 方 法

採用試験期日
採用試験場所
お 知 ら せ

本店採用・地区本部採用
①2020年３月大学院・大学・短大・高専・専修学校卒業見込の方
②大学院・大学・短大・高専・専修学校を卒業して３年以内の方
６０名程度
正職員
2019年４月１日（月）～５月１０日（金）期間内必着
①自筆履歴書（写真貼付）
②卒業見込証明書または卒業証書
③学業成績証明書
④受験票添付用写真　１枚（タテ4㎝　ヨコ3㎝　６ヶ月以内撮影）
※申込に際しての提出書類はお返し致しません。
島根県農業協同組合 本店人事教育部 人事課（〒690-0887 島根県松江市殿町１９番地１）
①第一次選考　筆記試験（基礎能力試験・適正検査・論文）・面接試験
②第二次選考　面接試験
①第一次選考　2019年６月７日（金）
「ラピタウエディングパレス」３階 （〒693-8587 島根県出雲市今市町87番地）
2020年４月職員の採用は、地区本部採用・本店採用があります。
地区本部採用：勤務を希望する地区本部での配属となります。
本 店 採 用：本店を含む県下全域（転居を伴う配置を含む）の配属となります。

以下のとおり職員（店舗職員）採用選考試験を行います。

ＪＡしまね  2019年度店舗職員採用（2020年４月採用）募集要項

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆

◆

◆

◆

募 集 区 分
応 募 資 格

採用予定者数
職 種

応募受付期間
応 募 書 類

書 類 提 出 先

選 考 方 法

採用試験期日
　
採用試験場所

出雲地区本部採用
①2020年３月大学院・大学・短大・高専・専修学校卒業見込の方
②大学院・大学・短大・高専・専修学校を卒業して３年以内の方
若干名
JA しまね出雲地区本部が行う生活購買事業（ラピタ）の店舗運営業務（商品・売場管理、
販売促進等）
2019年４月１日（月）～５月１０日（金）期間内必着
①自筆履歴書（写真貼付）
②卒業見込証明書または卒業証書
③学業成績証明書
④受験票添付用写真　１枚（タテ4㎝　ヨコ3㎝　６ヶ月以内撮影）
※申込に際しての提出書類はお返し致しません。
島根県農業協同組合 本店人事教育部 人事課（〒690-0887 島根県松江市殿町１９番地１）
封筒の表に朱書きで「店舗職員採用選考書類」と記入。
①第一次選考 筆記試験（基礎能力試験・適正検査・論文）・面接試験
②第二次選考 面接試験
①第一次選考　2019年６月７日（金）
②第二次選考 一次合格者に別途通知
「ラピタウエディングパレス」３階 （〒693-8587 島根県出雲市今市町87番地）

【個人情報の取扱いについて】
ご提出いただいた個人情報については、島根県農業協同組合職員採用目的にのみ使用し、漏洩、滅失、毀損の防止等、安全管理のために必要
な措置を適切に行います。

ＪＡしまね出雲地区本部 企画総務部 人事課 （〒６９３-８５８５ 出雲市今市町１０６番地１）
TEL：（０８５３）２１-６０１２　ＦＡＸ：（０８５３）２１-６００５　担当：矢倉・清水お問い合わせ先
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出雲市神門町

岩成　那佳ちゃん（10歳・右）

恵汰くん（7歳・左）・奏和くん（5歳・中）

いわ　なり　　　とも　 か

けい　た かな　と

３人で協力し合って大きくなってほしいと思います。

　小学４年生の那佳ちゃん。ピアノとそろばんを習っ
ています。小学校の金管バンドではユーフォニウムを
担当。楽器が重くて大変ですが、がんばっています。
責任感が強く、家ではきょうだいみんなのまとめ役。
よく気が利く、頼りになるお姉さんです。恵汰くんは
小学１年生。なわとびが好きで、あやとびや交差とび
もできます。マイペースで、こつこつと考えてモノを作
るのが得意。那佳ちゃんの影響でそろばんを習って
います。保育園に通う奏和くんは、うんていで遊ぶの
が大好き。１つ飛ばしで渡ることができます。「お兄
ちゃんに負けない！」という思いが強く、自転車も補助
輪なしで乗れるようになりました。恵汰くんと２人、お
父さんにサッカーで遊んでもらうこともあります。
　那佳ちゃんは、先月行われた吹奏楽の「ふれあい
コンサート」に小学校の金管バンドの一員として出
演。恵汰くんと奏和くんも、お父さん、お母さんと一
緒に聞きに行きました。
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。
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縮
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　専業農家として水稲栽培
を行う立脇光さん。お父さんと一緒に、約２５ヘクター
ルの水田できぬむすめ、コシヒカリなどを栽培してい
ます。
　農業を志すきっかけとなったのは、小学生のときに
授業で行われた農業体験でした。そのときに講師とし
て訪れたのが光さんのお父さんとおばあさん。農業
の専門家として田植えや稲刈りについて教えてくれる
その姿に憧れ、「農業がしたい」と意識し始めました。
　高校卒業後、１年間の研修期間を経て就農し、今年
で７年目になります。「まだまだ覚えることだらけで
す」と話す光さん。栽培面積も増えている中、良い米
が収穫できるよう、スキルアップに努めています。
　光さんの趣味はゲートボール。高校のときはゲート
ボール部に所属していたそうです。今でも地域の方と
チームを組んで市内の大会などに出場しています。
　今後の目標を尋ねると「農業を次の世代の人たち
につないでいきたい。そのためには、若手の自分がが
んばっている姿を見てもらうことが大事だと考えてい
ます」と未来を見据える光さんです。

２月講座「撮って撮られて笑顔になろう
　　　　　　 フォトコミュニケーション実習」

青木　博征さん（74歳）
マサ子さん（71歳）

出雲市佐田町
あお　き　　　ひろ　ゆき

ま　さ　こ

出
雲
市
天
神
町

立
脇

　
　光 

さ
ん（
26
歳
）

た
て

　わき

　
　
　
　
　ひ
か
る

　佐田町で農業を営む青木さんご夫婦。１ヘクタールで水稲栽
培を行うほか、家庭菜園８アールで季節の野菜などを栽培して
います。
　博征さんは、地元の旭グリーン営農組合で代表を務めていま
す。昨年は営農組合としてコンバインを新調。「営農組合で約５
ヘクタールの稲刈りをしますが、コンバインが大きいのであっ
という間でした」と成果を話します。このほか、佐田町内８つの
集落営農組織でつくる未来サポートさだでも活動する博征さ
ん。重機を使って、イノシシが荒らした田んぼの水路を掘りなお
す作業などをしています。
　家事を担い家庭を支えるのがマサ子さん。特に夕ご飯はすぐ
側にお住まいの娘さんご夫婦とお孫さんたちも一緒なので準
備に力が入ります。自家製の野菜も取り入れながら、料理に腕
を振るっています。
　博征さんの趣味は鮎釣り。おとり鮎を使って友釣りをしてい
ます。マサ子さんは山野草でお庭を飾るのが趣味。季節になる
と楽しめるよう、海老根や翁草などたくさんの山野草を家のま
わりに植えています。
　健康の秘訣を尋ねると「家でできた野菜を使った料理を食べ
ることです」と笑顔で話す、ますます元気なお二人です。

　ＪＡしまね出雲地区本部は２月１
３日、いずもＪＡ女子大学の３月講

座「撮って撮られて笑顔になろう　フォトコミュニケーショ
ン実習」を開きました。女子大学生１４人が参加しました。
　講師を務めたのは（株）Ｇｉｖｅｓｅｅｄ代表取締役　写心
家の大塚健一朗さんと、統括マネージャーの石賀美紀子
さん。「目の前の人を幸せにすることが自分の仕事」だと
いう大塚さんは、自身の半生を辿りながら仕事への考え
方、生き方が変わったきっかけを話し、女子大学生たちに
チャレンジすることの大切さを伝えました。
　写真撮影の実習では、２人１組になり、携帯のカメラで
お互いの写真を撮り合いました。女子大学生たちは、相手
とコミュニケーションを取りながら素敵な表情を引き出し、
写真を撮るまでの過程が大切であることを学びました。

　最後に、
女子大学生
たち一人ひ
とりを大塚
さんが撮影。
この日のた
めに一張羅
を着てきた女子大学生たちそれぞれの自分らしさが、最大限
に引き出されていました。
　参加した女子大学生は「今まで心にセーブをしていたとこ
ろがあったが、これからはチャレンジすることが大切だと思え
た。」「少しでも変わって行こうと思えた。」などと感想を話し
ました。

1819
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出雲市神門町

岩成　那佳ちゃん（10歳・右）

恵汰くん（7歳・左）・奏和くん（5歳・中）
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３人で協力し合って大きくなってほしいと思います。

　小学４年生の那佳ちゃん。ピアノとそろばんを習っ
ています。小学校の金管バンドではユーフォニウムを
担当。楽器が重くて大変ですが、がんばっています。
責任感が強く、家ではきょうだいみんなのまとめ役。
よく気が利く、頼りになるお姉さんです。恵汰くんは
小学１年生。なわとびが好きで、あやとびや交差とび
もできます。マイペースで、こつこつと考えてモノを作
るのが得意。那佳ちゃんの影響でそろばんを習って
います。保育園に通う奏和くんは、うんていで遊ぶの
が大好き。１つ飛ばしで渡ることができます。「お兄
ちゃんに負けない！」という思いが強く、自転車も補助
輪なしで乗れるようになりました。恵汰くんと２人、お
父さんにサッカーで遊んでもらうこともあります。
　那佳ちゃんは、先月行われた吹奏楽の「ふれあい
コンサート」に小学校の金管バンドの一員として出
演。恵汰くんと奏和くんも、お父さん、お母さんと一
緒に聞きに行きました。
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　専業農家として水稲栽培
を行う立脇光さん。お父さんと一緒に、約２５ヘクター
ルの水田できぬむすめ、コシヒカリなどを栽培してい
ます。
　農業を志すきっかけとなったのは、小学生のときに
授業で行われた農業体験でした。そのときに講師とし
て訪れたのが光さんのお父さんとおばあさん。農業
の専門家として田植えや稲刈りについて教えてくれる
その姿に憧れ、「農業がしたい」と意識し始めました。
　高校卒業後、１年間の研修期間を経て就農し、今年
で７年目になります。「まだまだ覚えることだらけで
す」と話す光さん。栽培面積も増えている中、良い米
が収穫できるよう、スキルアップに努めています。
　光さんの趣味はゲートボール。高校のときはゲート
ボール部に所属していたそうです。今でも地域の方と
チームを組んで市内の大会などに出場しています。
　今後の目標を尋ねると「農業を次の世代の人たち
につないでいきたい。そのためには、若手の自分がが
んばっている姿を見てもらうことが大事だと考えてい
ます」と未来を見据える光さんです。

２月講座「撮って撮られて笑顔になろう
　　　　　　 フォトコミュニケーション実習」

青木　博征さん（74歳）
マサ子さん（71歳）

出雲市佐田町
あお　き　　　ひろ　ゆき
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　佐田町で農業を営む青木さんご夫婦。１ヘクタールで水稲栽
培を行うほか、家庭菜園８アールで季節の野菜などを栽培して
います。
　博征さんは、地元の旭グリーン営農組合で代表を務めていま
す。昨年は営農組合としてコンバインを新調。「営農組合で約５
ヘクタールの稲刈りをしますが、コンバインが大きいのであっ
という間でした」と成果を話します。このほか、佐田町内８つの
集落営農組織でつくる未来サポートさだでも活動する博征さ
ん。重機を使って、イノシシが荒らした田んぼの水路を掘りなお
す作業などをしています。
　家事を担い家庭を支えるのがマサ子さん。特に夕ご飯はすぐ
側にお住まいの娘さんご夫婦とお孫さんたちも一緒なので準
備に力が入ります。自家製の野菜も取り入れながら、料理に腕
を振るっています。
　博征さんの趣味は鮎釣り。おとり鮎を使って友釣りをしてい
ます。マサ子さんは山野草でお庭を飾るのが趣味。季節になる
と楽しめるよう、海老根や翁草などたくさんの山野草を家のま
わりに植えています。
　健康の秘訣を尋ねると「家でできた野菜を使った料理を食べ
ることです」と笑顔で話す、ますます元気なお二人です。

　ＪＡしまね出雲地区本部は２月１
３日、いずもＪＡ女子大学の３月講

座「撮って撮られて笑顔になろう　フォトコミュニケーショ
ン実習」を開きました。女子大学生１４人が参加しました。
　講師を務めたのは（株）Ｇｉｖｅｓｅｅｄ代表取締役　写心
家の大塚健一朗さんと、統括マネージャーの石賀美紀子
さん。「目の前の人を幸せにすることが自分の仕事」だと
いう大塚さんは、自身の半生を辿りながら仕事への考え
方、生き方が変わったきっかけを話し、女子大学生たちに
チャレンジすることの大切さを伝えました。
　写真撮影の実習では、２人１組になり、携帯のカメラで
お互いの写真を撮り合いました。女子大学生たちは、相手
とコミュニケーションを取りながら素敵な表情を引き出し、
写真を撮るまでの過程が大切であることを学びました。

　最後に、
女子大学生
たち一人ひ
とりを大塚
さんが撮影。
この日のた
めに一張羅
を着てきた女子大学生たちそれぞれの自分らしさが、最大限
に引き出されていました。
　参加した女子大学生は「今まで心にセーブをしていたとこ
ろがあったが、これからはチャレンジすることが大切だと思え
た。」「少しでも変わって行こうと思えた。」などと感想を話し
ました。
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ト
出
向
）

（
本
店
共
済
部
共
済
事
務
管
理
課
）

（
東
部
ブ
ロッ
ク
灘
分
支
店
窓
口
チ
ー
フ
兼
生
活
指
導
係
）

（
中
部
ブ
ロッ
ク
塩
冶
支
店
金
融
係
長
兼
融
資
係
長
）

（
西
部
ブ
ロッ
ク
高
松
支
店
共
済
係
長
兼
生
活
指
導
係
）

（
中
部
ブ
ロッ
ク
四
絡
支
店
）

（
東
部
ブ
ロッ
ク
平
田
中
央
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

（
本
店
共
済
部
建
物
共
済
課
）

（
西
部
ブ
ロッ
ク
荒
木
支
店
）

（
中
部
ブ
ロッ
ク
四
絡
支
店
金
融
相
談
員
係
長
）

（
出
雲
支
店
出
雲
市
役
所
支
店
窓
口
チ
ー
フ
）

（
出
雲
支
店
貯
金
課
）

（
中
部
ブ
ロッ
ク
有
原
支
店
窓
口
チ
ー
フ
）

柳
楽　

照
美

矢
田　

直
樹

宍
道　

好
美

富
田　

晴
子

森
山　

貴
行

石
飛　

健
一

山
根　

滉
大

坂
根　

幸
介

原　
　

祥
夫

石
飛　

節
雄

岡　
　

宏
志

槇
原　

美
紀

大
野　

芽
依

川
上　

理
恵

常
松　

真
希

鴨
河
佳
代
子

三
代　

修
平

岡　

万
理
恵

坂
根　
　

徹

原　
　

正
明

柳
浦　

寿
行

加
藤　

遥
香

板
垣
ま
り
子

川
島　

慎
哉

田
中　

理
恵

花
岡　

裕
樹

河
瀬　

律
子

江
角　

成
司

澄
田　
　

亨

原　
　
　

悟

中
部
ブ
ロッ
ク
今
市
支
店
窓
口
チ
ー
フ

中
部
ブ
ロッ
ク
今
市
支
店

中
部
ブ
ロッ
ク
川
跡
支
店
複
合
渉
外
員

中
部
ブ
ロッ
ク
川
跡
支
店
複
合
渉
外
員

中
部
ブ
ロッ
ク
川
跡
支
店
複
合
渉
外
員

中
部
ブ
ロッ
ク
川
跡
支
店
複
合
渉
外
員

中
部
ブ
ロッ
ク
川
跡
支
店
複
合
渉
外
員

中
部
ブ
ロッ
ク
川
跡
支
店

中
部
ブ
ロッ
ク
鳶
巣
店
長
兼
川
跡
支
店
金
融
ア
ド

バ
イ
ザ
ー

東
部
ブ
ロッ
ク
長
兼
平
田
中
央
支
店
長
兼
佐
香
店
長

東
部
ブ
ロッ
ク
平
田
中
央
支
店
融
資
係
長

東
部
ブ
ロッ
ク
平
田
中
央
支
店
窓
口
チ
ー
フ

東
部
ブ
ロッ
ク
平
田
中
央
支
店
金
融
相
談
員

東
部
ブ
ロッ
ク
平
田
中
央
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

東
部
ブ
ロッ
ク
平
田
中
央
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

東
部
ブ
ロッ
ク
平
田
中
央
支
店

東
部
ブ
ロッ
ク
灘
分
支
店
窓
口
チ
ー
フ

東
部
ブ
ロッ
ク
灘
分
支
店
金
融
相
談
員

東
部
ブ
ロッ
ク
国
富
支
店
長

東
部
ブ
ロッ
ク
国
富
支
店
金
融
相
談
員
係
長

東
部
ブ
ロッ
ク
国
富
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

東
部
ブ
ロッ
ク
国
富
支
店

東
部
ブ
ロッ
ク
西
田
支
店
長
代
理
兼
金
融
係
長

東
部
ブ
ロッ
ク
西
田
支
店
窓
口
チ
ー
フ

東
部
ブ
ロッ
ク
西
田
支
店
金
融
相
談
員

東
部
ブ
ロッ
ク
西
田
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

東
部
ブ
ロッ
ク
平
田
東
支
店
長
代
理
兼
共
済
係
長

東
部
ブ
ロッ
ク
平
田
東
支
店
金
融
係
長

東
部
ブ
ロッ
ク
平
田
東
支
店
金
融
相
談
員

東
部
ブ
ロッ
ク
平
田
東
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
南
部
ブ
ロッ
ク
稗
原
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

（
南
部
ブ
ロッ
ク
稗
原
支
店
金
融
相
談
員
）

（
中
部
ブ
ロッ
ク
川
跡
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

（
東
部
ブ
ロッ
ク
国
富
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

（
中
部
ブ
ロッ
ク
川
跡
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

（
河
南
ブ
ロッ
ク
多
伎
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

（
東
部
ブ
ロッ
ク
平
田
中
央
支
店
金
融
相
談
員
）

（
南
部
ブ
ロッ
ク
佐
田
支
店
金
融
相
談
員
）

（
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
鳶
巣
店
長
兼
川
跡
支
店
金
融

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
兼
生
活
指
導
係
）

（
本
店
経
済
部
長
）

（
西
部
ブ
ロッ
ク
大
社
支
店
融
資
係
長
）

（
東
部
ブ
ロッ
ク
平
田
中
央
支
店
兼
生
活
指
導
係
）

（
中
部
ブ
ロッ
ク
今
市
支
店
）

（
西
部
ブ
ロッ
ク
遙
堪
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

（
東
部
ブ
ロッ
ク
西
田
支
店
金
融
相
談
員
）

（
新
規
採
用
）

（
中
部
ブ
ロッ
ク
川
跡
支
店
金
融
相
談
員
）

（
西
部
ブ
ロッ
ク
荒
茅
支
店
窓
口
チ
ー
フ
兼
生
活
指
導
係
）

（
西
部
ブ
ロッ
ク
園
支
店
長
）

（
東
部
ブ
ロッ
ク
灘
分
支
店
金
融
相
談
員
係
長
）

（
東
部
ブ
ロッ
ク
平
田
東
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

（
出
雲
支
店
貯
金
課
）

（
東
部
ブ
ロッ
ク
西
田
支
店
窓
口
チ
ー
フ
兼
生
活
指
導
係
）

（
金
融
共
済
部
共
済
課
）

（
西
部
ブ
ロッ
ク
大
社
支
店
金
融
相
談
員
）

（
河
南
ブ
ロッ
ク
神
戸
川
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

（
東
部
ブ
ロッ
ク
平
田
東
支
店
共
済
係
長
兼
生
活
指
導
係
）

（
西
部
ブ
ロッ
ク
高
松
支
店
融
資
係
長
）

（
西
部
ブ
ロッ
ク
遙
堪
支
店
金
融
相
談
員
）

（
西
部
ブ
ロッ
ク
高
松
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

出
雲
支
店

中
部
営
農
セ
ン
タ
ー

中
部
ブ
ロ
ッ
ク

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
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小
村　
　

晃

山
崎
と
き
子

今
岡　

潔
志

糸
賀　
　

誠

下
田　

直
矢

竹
田
原　

大

大
野　

咲
子

黒
田　

真
弘

板
垣
い
ず
み

水
師　

香
菜

渡
部　

友
菜

阿
部　

伸
一

中
村　

将
太

青
木　

周
司

内
藤
理
恵
子

大
熊　

敬
之

兼
折　

里
美

岡
田　
　

強

金
築　
　

聡

川
中　

浩
平

神
田　

圭
司

吉
岡　

和
也

門
脇　

温
子

伊
藤　

裕
海

佐
野　

哲
也

柳
楽　

宝
寿

米
原　

大
地

大
矢　

浩
美

西
部
営
農
セ
ン
タ
ー
営
農
相
談
員

西
部
営
農
セ
ン
タ
ー
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
社

西
部
ブ
ロッ
ク
長
兼
高
松
支
店
長

西
部
ブ
ロッ
ク
高
松
支
店
融
資
係
長

西
部
ブ
ロッ
ク
高
松
支
店
共
済
係
長

西
部
ブ
ロッ
ク
高
松
支
店
金
融
相
談
員

西
部
ブ
ロッ
ク
高
松
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

西
部
ブ
ロッ
ク
高
松
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

西
部
ブ
ロッ
ク
荒
茅
支
店
窓
口
チ
ー
フ

西
部
ブ
ロッ
ク
荒
茅
支
店
複
合
渉
外
員

西
部
ブ
ロッ
ク
荒
茅
支
店

西
部
ブ
ロッ
ク
園
支
店
長

西
部
ブ
ロッ
ク
園
支
店
複
合
渉
外
員

西
部
ブ
ロッ
ク
大
社
支
店
融
資
係
長

西
部
ブ
ロッ
ク
大
社
支
店
窓
口
チ
ー
フ

西
部
ブ
ロッ
ク
大
社
支
店
金
融
相
談
員

西
部
ブ
ロッ
ク
大
社
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

西
部
ブ
ロッ
ク
荒
木
支
店
長

西
部
ブ
ロッ
ク
荒
木
支
店
金
融
相
談
員

西
部
ブ
ロッ
ク
荒
木
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

西
部
ブ
ロッ
ク
荒
木
支
店

西
部
ブ
ロッ
ク
荒
木
支
店

西
部
ブ
ロッ
ク
遙
堪
支
店
複
合
渉
外
員

河
南
営
農
セ
ン
タ
ー
営
農
相
談
員

河
南
ブ
ロッ
ク
神
西
支
店
長

河
南
ブ
ロッ
ク
神
西
支
店
金
融
相
談
員

河
南
ブ
ロッ
ク
神
西
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

河
南
ブ
ロッ
ク
神
西
支
店

（
河
南
営
農
セ
ン
タ
ー
営
農
相
談
員
）

（
営
農
部
生
産
資
材
課
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ひ
ら
た
）

（
本
店
金
融
部
推
進
企
画
課
長
）

（
東
部
ブ
ロッ
ク
平
田
中
央
支
店
融
資
係
長
）

（
本
店
共
済
部
共
済
指
導
課
）

（
河
南
ブ
ロッ
ク
湖
陵
支
店
）

（
中
部
ブ
ロッ
ク
川
跡
支
店
複
合
渉
外
員
）

（
企
画
総
務
部
付
：
㈲
Ｊ
Ａ
い
ず
も
ア
グ
リ
マ
ー
ト
出
向
）

（
西
部
ブ
ロッ
ク
荒
茅
支
店
）

（
東
部
ブ
ロッ
ク
平
田
東
支
店
金
融
相
談
員
）

（
新
規
採
用
）

（
東
部
ブ
ロッ
ク
西
田
支
店
長
代
理
兼
金
融
係
長
）

（
西
部
ブ
ロッ
ク
荒
木
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

（
東
部
ブ
ロッ
ク
平
田
東
支
店
長
代
理
兼
金
融
係
長
）

（
出
雲
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

（
西
部
ブ
ロッ
ク
荒
木
支
店
）

（
西
部
ブ
ロッ
ク
荒
木
支
店
金
融
相
談
員
係
長
）

（
河
南
ブ
ロッ
ク
神
西
支
店
長
）

（
東
部
ブ
ロッ
ク
国
富
支
店
金
融
相
談
員
）

（
東
部
ブ
ロッ
ク
西
田
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

（
西
部
ブ
ロッ
ク
荒
茅
支
店
複
合
渉
外
員
）

（
新
規
採
用
）

（
中
部
ブ
ロッ
ク
塩
冶
支
店
金
融
相
談
員
）

（
中
部
営
農
セ
ン
タ
ー
）

（
東
部
ブ
ロッ
ク
国
富
支
店
長
）

（
西
部
ブ
ロッ
ク
園
支
店
複
合
渉
外
員
）

（
西
部
ブ
ロッ
ク
大
社
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

（
西
部
ブ
ロッ
ク
遙
堪
支
店
）

松
本　

達
也

米
山　

友
章

園
山　

孝
朋

西
尾　
　

賢

岡　
　

直
子

吉
田　
　

敦

北
村　

卓
也

飯
塚　

幹
夫

土
江　
　

登

河
南
ブ
ロッ
ク
神
戸
川
支
店
金
融
相
談
員

河
南
ブ
ロッ
ク
神
戸
川
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

河
南
ブ
ロッ
ク
多
伎
支
店
共
済
係
長

河
南
ブ
ロッ
ク
多
伎
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

河
南
ブ
ロッ
ク
湖
陵
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

南
部
ブ
ロッ
ク
稗
原
支
店
複
合
渉
外
員

南
部
ブ
ロッ
ク
佐
田
支
店
金
融
相
談
員

南
部
ブ
ロッ
ク
佐
田
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
中
部
ブ
ロッ
ク
大
津
支
店
）

（
生
活
部
ラ
ピ
タ
本
店
ブ
ラ
イ
ダ
ル
課
チ
ー
フ
）

（
本
店
共
済
部
生
命
共
済
課
）

（
西
部
ブ
ロッ
ク
高
松
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

（
西
部
ブ
ロッ
ク
大
社
支
店
窓
口
チ
ー
フ
）

（
新
規
採
用
）

（
河
南
ブ
ロッ
ク
神
西
支
店
金
融
相
談
員
）

（
中
部
ブ
ロッ
ク
川
跡
支
店
金
融
相
談
員
）

（
河
南
ブ
ロッ
ク
神
西
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

大
野　

宏
章

矢
田　

輝
夫

森
山　

悦
郎

山
本　

真
実

渡
部　

知
江

原　

友
莉
恵

高
橋　

大
輔

畑
山
美
優
希

長
田　

智
美

古
川　

雄
祐

渡
部　

悦
朗

佐
々
木
健
二

渡
部　
　

稔

佐
藤　

尚
子

片
寄　

千
尋

坂
本　
　

進

成
相　

一
志

柳
楽　

耕
次

佐
田
尾
邦
彦

勝
部　
　

勲

本
店
共
済
部
長

企
画
総
務
部
付
：
Ｊ
Ａ
い
ず
も
ア
グ
リ
開
発
㈱
出
向
〈
定
期
職
員
と
し
て
再
雇
用
（
企
画
総
務
部
付
：

Ｊ
Ａ
い
ず
も
ア
グ
リ
開
発
㈱
出
向
へ
）〉

東
部
ブ
ロッ
ク
長
兼
平
田
中
央
支
店
長
兼
佐
香
店
長

西
部
ブ
ロッ
ク
長
兼
高
松
支
店
長

河
南
ブ
ロッ
ク
多
伎
支
店
共
済
係
長
兼
生
活
指
導
係

営
農
部
総
合
指
導
課
営
農
渉
外
員
〈
定
期
職
員
と
し
て
再
雇
用
（
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー
へ
）〉

南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

東
部
ブ
ロッ
ク
国
富
支
店

河
南
ブ
ロッ
ク
湖
陵
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

南
部
ブ
ロッ
ク
佐
田
支
店
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

ラ
ピ
タ
ひ
ら
た
店

営
農
部
畜
産
課
営
農
指
導
員

自
動
車
燃
料
部
ガ
ス
セ
ン
タ
ー

自
動
車
燃
料
部
石
油
課
湖
陵
給
油
所
チ
ー
フ

本
店
共
済
部
生
命
共
済
課
〈
定
時
職
員
と
し
て
再
雇
用
（
企
画
総
務
部
事
務
セ
ン
タ
ー
へ
）〉

本
店
共
済
部
建
物
共
済
課

南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

企
画
総
務
部
事
務
セ
ン
タ
ー
チ
ー
フ

企
画
総
務
部
付
：
全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
島
根
県
本
部
出
向

河
南
ブ
ロッ
ク
神
戸
川
支
店
〈
定
時
職
員
と
し
て
再
雇
用
（
河
南
ブ
ロッ
ク
神
戸
川
支
店
へ
）〉

南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

氏
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井上　博行
河上　　晃
梶谷　宏樹
春日　慎也
渡部　浩一
福庭　茂雄
常松　靖行
河瀬　浩隆
須田　有香
槇原　　光
金山　智香
吉井　　大
常松　栞奈
井上　春樹
落合　　稔
多久和　修
小村　　晃
高橋　将大
遠藤　優太
日下　朋子
多久和雄輔
野中　一敏
小川　陽子
伊藤　裕海
三島　和輝
小村　洋平
今岡　翔哉
安食　寿久
高橋　恵子
原　友莉恵
園山　啓治
阿式　秀典
今岡　尚樹
大野　真司
今岡　　浩
永井　裕二
梶谷　慎吾
渡部　優太
景山　　敦
久谷　憲司
岩﨑　佳恵
廣戸　一也
加田　芳久
落合　芳成
浅津　　遼
鎌田　誠二
西尾　一俊
廣戸　大訓
原田恵梨子

森山　　諒

平成３1年３月１日現在

080-2914-8437
080-2914-8436
080-2914-8439
080-2914-8438
080-2914-8447
080-2914-8442
080-2914-8445
080-2914-8443
090-4696-5034
080-2914-8448
080-2914-8446
080-2914-8461
090-4652-7500
080-2914-8444
080-2914-8454
080-2914-8457
080-2914-8455
080-2914-8452
080-2914-8451
080-2914-8456
080-2914-8476
080-2914-8463
080-2914-8462
080-2914-8459
080-2914-8460
080-2914-8467
080-2914-8469
080-2914-8470
080-2914-8466
080-2914-8465
080-2914-8473
080-2914-8472
080-2914-8474
080-2914-8453
080-2914-8475
080-2914-8440
080-2914-8449
080-2914-8458
080-2914-8464
080-2914-8471
080-2901-5120
080-2901-5116
080-2901-5118
080-2901-5117
080-2901-5119
090-3170-1570
090-7970-8486
080-2914-2696
090-3375-1543

080-2946-1296

センター長代理兼係長兼ＧＡＰ推進リーダー
営農相談員
営農相談員

センター長代理兼係長兼ＧＡＰ推進リーダー
係長兼営農相談員
営農相談員
営農相談員

センター長代理兼係長兼ＧＡＰ推進リーダー
営農相談員
営農相談員
営農相談員
営農相談員

センター長代理兼係長兼ＧＡＰ推進リーダー
営農相談員
営農相談員
営農相談員

センター長代理兼係長兼ＧＡＰ推進リーダー
営農相談員
営農相談員
営農相談員

特産係長兼営農指導員兼ＧＡＰ推進リーダー
農産係長兼営農指導員
係長兼営農指導員
営農指導員
営農指導員
営農渉外員（中部ブロック）
営農渉外員（東部ブロック）
営農渉外員（西部ブロック）
営農渉外員（河南ブロック）
営農渉外員（南部ブロック）
係長兼営農指導員
営農指導員
営農指導員
営農指導員
営農指導員
課長
係長

中部営農センター
31-9055

センター長 山根　泰成

東部営農センター
62-9059

センター長 飯塚　修治

西部営農センター
53-2168

センター長 石飛　英彦

河南営農センター
43-7007

センター長 福田　尚夫

南部営農センター
84-0213

センター長 原　　崇

総合指導課
21-6038

課　長  矢田　満

畜産課
21-6043

課　長  和田　賀成

生産資材課
21-6047

課　長  佐田尾　豊

販売開発課
21-6118

課　長  鎌田　誠二

営農センター・課 氏　名 番　号 役　職

ＪＡしまね出雲地区本部 営農部門職員業務用携帯番号表
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出雲市農政会議だより
平成31年3月16日

発　行　元：出雲市農政会議（出雲市今市町106番地1 JAしまね出雲地区本部 営農企画課内）
発行責任者：事務局長　原田　透 No.82

〇農政研修会の開催
　　2月6日（水）にＪＡしまね出雲地区本部と共同開催による農政研修会をＪＡしまね出雲地区本部において、
総勢200名を超える参加者の下、出雲市副市長藤河正英氏を招いて開催致しました。
　　研修会に先立ち挨拶した安達会長は、藤河副市長に
ついて「農林水産関係で活躍された方。是非、今後の出
雲市農業の発展の一助となるよう、本日の講演を大変期
待している」と述べ、参加者へ紹介されました。
　　藤河副市長からは、『農産物の輸出戦略』『世界の食
に関する嗜好の違い』等、出雲地域に限らず世界的な視
野に立ったお話しを伺うことができました。
　　また、参加者から、中山間地を含む今後の出雲市農業
について質問があり、佐渡の事例を紹介され『朱鷺を活
用した農業による農産物のブランド化』等の構想を伺う
ことができました。

　　　　司法書士
総合相談センター
無料相談窓口
出雲会場

■受付時間／毎週月・火・木曜日（祝祭日除く） 12：00～15：00
※この電話は、転送されて担当司法書士の事務所につながります。

TEL:0852-60-9211

■面接日・会場は変更されることがあります。
■事前に電話予約をお願いします。

■土地・建物の名義変更などの不動産登記
■会社設立・役員変更などの商業登記
■相続・遺言の手続き、高齢者の財産管理
■クレジット・サラ金などの債務整理
■少額訴訟などの裁判手続きについて

・  4月20日
・  5月18日
・  6月15日
・  7月20日
・  8月17日
・  9月21日
・10月19日
・11月16日
・12月21日

・  1月18日
・  2月15日
・  3月21日

…など、お気軽にご相談ください。

島根県司法書士会 〒690-0884 松江市南田町26番地

（受付時間：平日9：00～12：00、13：00～17：00）TEL：0852-24-1402
http://www.ssla.jp/

3月21日

【活動内容報告】

講演中の藤河副市長

毎月第３土曜日１３：００～１７：００
ラピタ本店１階 ＡＴＭ横 相談コーナー

平成31年度
ラピタ本店 面接相談日（予定）

ラピタ本店内

島根県司法書士会
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　永らくご利用いただきました河南集荷所につきましては、出雲西部集荷所の本格稼働に伴い
2019年4月末をもって解体いたします。また、解体跡地は駐車場として整備し、メモリア河南
を利用される皆様の利便性向上を図ります。
　なお、敷地内のコイン精米機・青ネギ調製場につきましては、引き続き利用可能ですので、
今後ともご愛顧いただきますようお願い申し上げます。

※河南集荷所解体・舗装工事等に伴い、近隣にお住まいの皆様・メモリア河南
ご利用の皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご理解いただきますようお願い
申し上げます。

河南集荷所解体のお知らせ

お問い合わせ先：ＪＡしまね出雲地区本部販売開発課 ☎（0853）21-6118

　２月２１日に開催された出雲地区本部理事会の中で協議された主な議題と内容は次の通りです。

出雲地区本部理事会報告

工事開始 2019年5月以降を予定

※河
ご
申

〈協議事項〉
　⑴給油所の運営体制見直しについて
　　平成３１年４月より、湖陵ＳＳは毎週火曜日、浜山ＳＳは毎週木曜日を定休日といたします。また、

北部ＳＳの営業時間を７：３０～１９：３０に変更いたします。詳細につきましては、今月のしまねび
よりに掲載しておりますのでご覧ください。

　⑵次期中期３ヵ年計画について
　⑶出雲地区本部運営委員設置要項の一部改正について
　　新たな運営体制の実施に伴う役員定数の変更に伴い、地域枠運営委員を２１名から２７名に増や

します。また、就任時年齢を７０歳未満といたします。
〈報告事項〉
　⑴水産ＰＣ（プロセスセンター）の稼動について
　　ラピタの水産部門において、作業効率の改善と小規模店舗の収支改善を目的に水産プロセスセ

ンターを設置いたします。
　⑵渉外体制の一部見直しについて
　　金融事業・共済事業の両面において効率的かつ戦略的な渉外活動を展開するため、共済渉外担

当職員（ライフアドバイザー）と金融渉外担当職員（金融相談員）について配置の再考をし、あわ
せて複合渉外員を６名増員いたします。

　⑶第３四半期の収支実績について
　⑷平成３１年１月末事業実績について
　⑸認定農業者交流会の質問・意見・要望について
　　昨年１１月から本年１月にかけて、認定農業者交流会を各ブロックで開催し、多くの意見・要望を頂

戴いたしました。今後のＪＡ運営に反映させていただきます。
　⑹マイクロバスの今後の運行について
　　ＪＡマイクロバスの運行（利用）時間に一定の制限をさせていただきます。ご理解をお願いします。
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食べ物持ち込みOK
!

食べ物持ち込みOK
!

ピクニック感覚でご
利用ください！

ピクニック感覚でご
利用ください！

のりもの

サイバーホイール マッサージチェア

ミニホッケー ままごとハウスエアートランポリン

トランポリンゲームの達人営業時間 AM10:00　 PM7:00

kid’s US.LAND は五感を刺激してお子様の知育や体力づくりを応援しています。kid’s US.LAND は五感を刺激してお子様の知育や体力づくりを応援しています。

税
別
税
別

ぜ～んぶ遊び放題料金ぜ～んぶ遊び放題料金

15分15分

OPEN!OPEN!OPEN!OPEN!
ラピタ本店 3Fラピタ本店 3Fラピタ本店 3Fラピタ本店 3F 無料

Wi-Fiも
使えるよ!!

31

おすすめは

コレ！

ラピタ来店ポイント
サービス終了のお知らせ
ご愛顧いただいております「来店
ポイント」を下記日程のとおり終了
させていただきます。長年のご利
用誠にありがとうございました。

来店ポイント

3月31日㈰で
2019年

終了させていただきます

（組合員・女性部含む）

「おさいふカード」は、
レジでの加点・お支払い等、
従来通りご利用いただけます。

お知らせお知らせ
ラピタ湖陵店
改装のため

湖陵店改装期間中は、お近くの
ラピタ各店をご利用ください。

3月27日㈬まで
休店       いたします

リフレッシュオープンリフレッシュオープンリフレッシュオープンリフレッシュオープン3月3月

日日
㈭㈭2828
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